
令和７年度 女星活躍とっとり会議 次第 

 

日 時 令和７年 10 月 14 日（火）14:15～15:15 

                    会 場 ホテルニューオータニ鳥取 鶴の間 

 

 

１ 開 会 

 

 

 

 

２ 会長選出 

 

 

 

 

３ 議 事 

（１）第２次鳥取県女性活躍推進計画の進捗状況 

  …資料１～２ 

 

 

 

 

（２）第３次女性活躍推進計画の骨子案策定に当たっての基本的な考え方（骨子（案）） 

…資料３～４ 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

＜配付資料＞ 
・資 料 １ 第２次計画 ４年目評価 
・資 料 ２ 第２次計画 数値目標の達成状況 
・資 料 ３ 第３次計画 骨子（案） 
・資 料 ４ 第３次計画 策定スケジュール 
 
・参考資料１ 第２次計画 施策の取組状況（令和６年度） 
・参考資料２ 【国】女性版骨太の方針 2025（女性活躍・男女共同参画の重点方針 2025） 
・参考資料３ 女星活躍とっとり会議規約 
・参考資料４ 男女協働未来創造本部の創設（R7.4.1） 



「第２次鳥取県女性活躍推進計画」４年目評価 
 

令和７年１０月１４日 
男女協働未来創造本部 未来創造課 

 

令和２年12月に策定・令和５年７月に改訂した「第２次鳥取県女性活躍推進計画」（計画期間：令和３年

度～令和７年度）の４年目となる令和６年度の取組状況について報告します。 

計画の体系  

２つの施策の方向性（Ⅰ やりがいを持ち活躍できる環境の整備、Ⅱ 誰もが安心して働き続けられる環境

の整備）のもとに、５つの柱を設け、１５項目の取組に基づき、女性活躍の推進を図ります。 

取組に対する評価   

１５項目の取組のうち、自己評価は「順調」が１項目、「おおむね順調」が１４項目でした。 
設定した目標（KPI）に対する主な進捗状況は以下のとおりです。 

○目標を達成し順調なもの 

・自営業における経営参画や農林水産業への新規就業の促進 

［KPI］家族経営協定締結農家数：356組(R1) →434組(R7.3)[目標：400組(R7) ] ⇒目標達成 

・妊娠・出産・介護等による離職の防止 

［KPI］年度中途の保育所等の待機児童数：85人(R1) →ゼロ(R6)[目標：ゼロ(R7) ] ⇒目標達成 

○目標に向けておおむね順調なもの ※主なもの 

・ワーク・ライフ・バランスの推進 

［KPI］男女共同参画推進企業認定数：817社(R1) →1,100社(R7.3) [目標：1,150社(R7)] 

・男性の家事・育児、介護等への参画促進 

［KPI］６歳未満の子どもを持つ夫の育児・家事関連時間：76分/日(R1) →117分/日(R3)[目標：120分(R7) ]  

○更なる取組が必要なもの ※主なもの 

・キャリア意識の向上・スキルアップ支援 

［KPI］管理職になりたいと考える女性従業員の割合：5.9％（H30）→5.6％(R6)［目標：15％(R6)］ 

 ・男性の家事・育児、介護等への参画促進 

［KPI］男性の育児休業取得率（民間企業）：5.6%（H30）→37.6％(R6) [目標：85％(R7)]  

令和７年度の取組（新規事業のうち主なもの） 

施策の方向性に基づき、数値目標（KPI）の達成に向けて、引き続き取組を進めているところです。 
○性別に関するアンコンシャス・バイアス解消に向けた男女協働の未来を創造していく県民運動の展開 

固定的性別役割分担意識などに基づく職場での働きづらさや地域での暮らしづらさについて、県民との草

の根的な対話やセミナー・フォーラム開催等を通じて課題を把握するとともに、産官学金労言士など多様

な属性の方々との意見交換を踏まえた課題解決策の検討や、課題解消のための周知啓発に係る情報発信等

により、女性に選ばれる「働きやすく暮らしやすい」職場や地域づくりの県民運動を展開する。  

○未知の魅力あふれる理工系分野へのチャレンジ応援 

中高生･保護者､教育関係者向け理工系女子育成イベントや、県内就労女性技術者による講演・トークセッ

ション、子ども向け理工系分野の創作・体験コーナー等を開催 

○魅力ある職場づくりに向けた課題掘り起こし 

女性活躍応援・男女共同参画推進の障壁や阻害要因の発掘、課題対応の企業実践事例づくりを実施 

資料１ 



「第２次鳥取県女性活躍推進計画」の KPI 達成状況 
 

第２次鳥取県女性活躍推進計画は令和３～７年度を対象期間としており、令和６年度末時点の KPI 達

成状況は以下のとおり。 

○「施策の方向性Ⅰ やりがいを持ち活躍できる環境の整備」として設定している「県内企業における女

性管理職登用」については目標達成に向けて順調に推移している一方で、「管理職になりたいと考える

女性従業員の割合」が低調。 

○「施策の方向性Ⅱ 誰もが安心して働き続けられる環境の整備」として設定している「男女共同参画推

進企業の認定数」や「イクボス・ファミボス宣言企業数」などは順調に拡大しているほか、「従業員の

年次有給休暇取得率」や「夫の育児・家事関連時間数」についても目標達成の見通しが立ってきたもの

の、「男性の育児休業取得率」や「介護を理由にした離職者の低減化」については、個々の家庭事情に

もよるなど目標達成に向けたハードルは高い。 

○固定的な性別役割分担意識の解消を働きかけながら、職場や地域などにおける意思決定過程への女性

参画を進めていくためにも、意識醸成・普及啓発をはじめ更なる取組推進を図っていく必要がある。 
 

（※１）鳥取県性にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画においては、目標値を390組としている。 

（※２）鳥取県性にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画においては、目標値を30％と設定している。 

（※３）鳥取県性にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくり計画においては、目標値を100分／日としている。 
 

項目 策定時（R2.12） R6年度末時点 目標値 

施策の方向性Ⅰ 

やりがいを持ち活躍できる環境の整備 
       

県内企業の管理的職業従事者に占める女性割合        

    従業員１０人以上の事業所 25.4％ R1 27.1％ R7.1 ○ 30％ R7 

       係長相当職 32.5％ R1 33.2％ R7.1 － 35％ R7 

       課長相当職 22.7％ R1 25.8％ R7.1 － 25％ R7 

       部長相当職 15.6％ R1 18.9％ R7.1 － 20％ R7 

    従業員１００人以上の事業所 24.9％ R1 26.7％ R7.1 ○ 30％ R7 

       係長相当職 32.3％ R1 31.9％ R7.1 － 35％ R7 

       課長相当職 21.7％ R1 24.9％ R7.1 － 25％ R7 

       部長相当職 12.1％ R1 17.2％ R7.1 － 20％ R7 

管理職になりたいと考える女性従業員の割合  5.9％ H30 5.6％ R6 △ 15％ R6 

輝く女性活躍パワーアップ企業登録数 245社 R1 375社 R7.3 △ 500社 R7 

女性活躍推進法に基づく市町村推進計画策定 15市町村 R1 16市町村 R7.3 ○ 全19市町村 R7 

家族経営協定締結農家数 356組 R1 434組 R7.3 ◎ （※１）400組 R7 

農業協同組合の役員に占める女性割合 5.0％ R1 12.4％ R7.3 ○ 15％ R7 

施策の方向性Ⅱ 

誰もが安心して働き続けられる環境の整備 
       

男女共同参画推進企業認定数  817社 R1 1,100社 R7.3 ○ 1,150社 R7 

年次有給休暇取得率（中小企業） 53.0％ H30 62.5％ R6.11 ○ 70％ R6 

年度中途の保育所等の待機児童数 85人 R1 ゼロ R6.10 ◎ ゼロ R7 

介護を理由にした離職者がいる企業割合  8.7％ R1 7.2％ R7.1 ○ 3％ R7 

イクボス・ファミボス宣言企業数 606社 R1 936社 R7.3 ○ 1,000社 R7 

男性の育児休業取得率（民間企業） 5.6％ H30 37.6％ R6 △ （※２） 85％ R7 

６歳未満の子どもを持つ夫の育児・家事関連時間 76分/日 H28 117分/日 R3 ○ （※３）120分/日 R7 

◎達成（ 2） 

○順調（ 9） 

△低調（ 3） 

資料２ 



 

 

 

～日本を牽引する女性活躍のトップランナー県へ～ 

鳥取県女性活躍推進計画は、女性活躍推進法に基づき、女性の職業生活における活躍の推進に関する施策を

総合的かつ一体的に実施するために策定するものです。 

鳥取県では、平成２８年４月に鳥取県女性活躍推進計画を策定し、働く場における女性の活躍を推進するた

めの環境づくりとして、意欲と能力を持った女性の活躍に資する施策の効果的な展開を図ってきました。 

働く女性が増え、活躍の場が広がる一方で、長時間労働の慣行や育児休業制度などを利用しづらい環境・風

土などが、女性だけでなく男性にとっても、仕事と育児や介護等との両立の妨げとなっていることから、多様

で柔軟な働き方の推進等を通じた仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）が今後ますます重要となり

ます。 

これまでの取組の成果や課題、社会情勢の変化等を踏まえた上で、第３次鳥取県女性活躍推進計画を策定し、

引き続き、日本を牽引する女性活躍のトップランナー県を目指し、取組を強化します。 

 

（参考）現計画（R3～R7）の数値目標の達成状況 

項目 策定時 現状 目標 備考 

管理的職業従事者(係長級以上)に

占める女性比率  

10人以上 25.4％(R1) 27.1％(R6) 30％以上(R7)  

100人以上 24.9％(R1) 26.7％(R6) 30％以上(R7)  

輝く女性活躍パワーアップ企業登録数 245社(R1) 375社(R6) 500社(R7)  

6歳未満の子どもを持つ夫の育児・家事関連時間 76分/日(H28) 117分/日(R3) 120分/日(R7) 全国平均83分 

男女共同参画推進企業認定数 817社(R1) 1,100社(R6) 1,150社(R7)  

イクボス・ファミボス宣言企業数 606社(R1) 936社(R6) 1,000社(R7)  

男性の育児休業取得率（民間企業） 5.6%(H30) 37.6%(R6) 85%(R7)  

 

１ 計画期間 

令和８（２０２６）年度から令和１２（２０３０）年度まで 

 

２ 計画の推進体制 

経済団体・労働団体・行政等が一体となって女性活躍の取組を促進する「女星活躍とっとり会議」を主体

として、総合的かつ一体的に施策を推進するとともに、毎年度、数値目標及び具体的施策により、進捗状

況を評価、ＰＤＣＡサイクルにより施策の検証を行います。 

  

働くことを希望する全ての人が、安心して生き生きと働き続け、 

その能力を十分に発揮できる社会を目指します 

第３次鳥取県女性活躍推進計画 骨子（案） 

資料３ 



 

３ 取組内容 
【施策の方向性Ⅰ やりがいを持ち活躍できる環境の整備】 

（１）一人一人が能力を発揮できる環境づくり 

働くことを希望する全ての人が、採用・配置・昇格にあたって公正に評価され、多様な分野で活躍

できるよう、企業トップへの働きかけや、働きやすい環境づくりへの支援等により、一人一人が能力

を発揮できる環境づくりを進めます。 

①女性活躍の機運醸成 

⇒アンコンシャス・バイアスへの気づきによる固定的な性別役割分担意識の解消の追加 

②女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定促進 

（２）女性の活躍の場の拡大と意欲向上 

女性があらゆる分野で活躍できるよう、キャリア形成やキャリアアップに向けた支援、起業支援や

これまで女性が少なかった分野への進出へ向けた支援などの取組を推進します。 

①キャリア教育等の推進 

②キャリア意識の向上・スキルアップ支援 

⇒女性デジタル人材育成の追加 

③非正規雇用労働者の待遇改善・正規雇用労働者への転換の支援 

④総合的な起業支援 

⇒女性の起業支援の強化 

⑤女性の参画が少ない分野等への女性の参入の促進 

⇒女子中高生の理工系分野への進学や就職の促進、機会拡大に向けた取組の追加 

⑥自営業における経営参画や農林水産業への新規就業の促進 

【施策の方向性Ⅱ 誰もが安心して働き続けられる環境の整備】 

（１）多様で柔軟な働き方を実現するための働き方改革の推進 

これまでの働き方を抜本的に見直し、仕事と家庭が両立できる働き方の推進や多様で柔軟な働き方

の導入促進など、それぞれのライフスタイル・ライフイベントに対応した働き方の普及に向け働き方

改革を推進します。 

①多様で柔軟な働き方の導入 

②働き方の改革 

⇒フェムテックの推進の追加 

（２）働くことを希望する全ての人の就業継続支援 

働くことを希望する全ての人が仕事と子育て・介護等を両立し、安心して働き続けられるよう、就

業継続や各種ハラスメントの防止に向けた支援等を行います。 

①妊娠・出産・介護等による離職の防止 

⇒仕事と健康課題の両立の支援の追加 

②妊娠・出産等で離職した女性の再就職支援 

③各種ハラスメントの防止 

⇒カスタマーハラスメント対策の追加 

（３）仕事も家庭も充実するワーク・ライフ・バランスの実現 

イクボス・ファミボスに賛同する輪を広げ、働くことを希望する全ての人が、仕事と家庭の調和を保

ちながら働き続けられる環境を整備するとともに、女性に偏りがちな家事や育児、介護等への男性の参

画を進めるため、男性の育児・介護休業取得を促進するほか、男性が主体的に家事や育児、介護等に参

画する機運を醸成します。 

①ワーク・ライフ・バランスの推進 

②男性の家事・育児、介護等への参画促進 

※赤字：主な追加・見直し点 
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施策の方向性Ⅰ やりがいを持ち活躍できる環境の整備

（１）一人一人が能力を発揮できる環境づくり

取組の方向性 R6評価 令和６年度の取組状況 課題 課題解決の取組

1

①女性活躍の機運醸成・「日本
女性会議２０２２ｉｎ鳥取くら
よし」の成功

 企業トップや管理職の意識改
革を進めるため、経済団体や行
政機関等が連携して、女性活躍
の必要性についてのPRや企業へ
の働きかけ等を行います。 ま
た、令和４年に倉吉市で開催さ
れる「日本女性会議２０２２ｉ
ｎ鳥取くらよし」の成功に向け
必要な支援を行うとともに、こ
の大会を機に社会全体の女性活
躍の機運を一層高めます。

Ｂ

・女星活躍とっとり会議と連携し、女性リーダー育成セミナーの開催等
を通じて、女性活躍の機運醸成に取り組んだ。
・輝く女性活躍パワーアップ（スタートアップ）企業登録や女性活躍に
取り組む企業支援補助金による企業支援、事業所への専門家派遣に加
え、女性活躍推進に向けた課題対応研修の開催、女性管理職登用によっ
て生じた効果等を反映したリーフレット・動画作成等により企業経営者
に対して効果的な働きかけを行った。

・企業における女
性活躍の促進。
・「鳥取県女性活
躍夢ある未来
smile宣言」を踏
まえた更なる女性
活躍推進。

・関係機関と連携し、経営者等
に向けた研修の開催、働きやす
い環境整備等への補助金による
支援を通じて、誰もが安心して
働きやすい職場環境づくりを進
め、管理的地位で活躍する女性
割合の向上を目指す企業を拡大
する。
・業種ごとの女性管理職登用に
関する課題の洗い出し及び専門
家派遣等の伴走支援を実施し、
それらの取組事例を情報発信す
る。

2

②女性活躍推進法に基づく一般
事業主行動計画の策定促進

　企業における女性活躍を推進
するため、女性活躍推進法に基
づく一般事業主行動計画（以下
「一般事業主行動計画」とい
う。）の策定が努力義務となっ
ている300人以下（令和4(2022)
年4月1日以降は100人以下）の
企業等も含め、一般事業主行動
計画の策定を促進します。

Ｂ

・女性活躍企業推進員等の企業訪問時等に、一般事業主行動計画策定に
係る情報を提供し、策定に向けた取組を促進した。
・企業からの相談に応じて、事業所へ専門家（社会保険労務士）を派遣
し、一般事業主行動計画策定を含む職場環境改善等を図るための取組支
援を行った。

・一般事業主行動
計画策定促進への
取組

・一般事業主行動計画策定に係
る情報提供の継続。
・企業からの相談に応じた専門
家（社会保険労務士）派遣等の
支援の継続。

（２）女性の活躍の場の拡大と意欲向上

取組の方向性 R6評価 令和６年度の取組状況 課題 課題解決の取組

3

①キャリア教育等の推進

　学校教育等において、様々な
分野で活躍する女性を招いての
授業やインターンシップの実施
など、職業意識やキャリア形成
に向けた取組を推進します。 Ｂ

・女性の視点からの職場環境や仕事のやりがい、男女共同参画における
企業の取組についての講話を通して、学生へ今後の職業選択や性別にと
らわれない働き方について考える機会を提供した。
・大学生等を対象に、さまざまな県内企業でのインターンシップを実
施。（延べ272人）
・高校生や大学生等に対し、ライフプランなキャリアデザインを考える
出前講座等を実施した。

・キャリア形成支
援の機会の継続的
な提供。
・「とりふる」ア
プリ登録者数の更
なる増加。

・学校との連携により、女性の
参画が少ない分野で活躍されて
いる方による講座や意見交換
会、女性先駆者に関する企画展
示などを実施する。
・県内高等学校等と連携し、高
校生に対するアプリの登録促
進、及びより魅力的なコンテン
ツの発信により登録者数の増加
につなげていく。

4

②キャリア意識の向上・スキル
アップ支援

　女性が将来のキャリアプラン
を描きつつキャリアアップして
いけるよう、働く女性同士の
ネットワークづくりを促進する
とともに管理的地位で活躍して
いる女性ロールモデルの提示
や、ロールモデルとの交流の場
を提供します。 また、ステッ
プアップに必要な能力開発セミ
ナーを実施し、女性のスキル
アップを支援します。

Ａ

・女性リーダー育成セミナーでは、参加された方のほぼ全員が「キャリ
アビジョンを考える上で参考になった」と回答される等、今後のキャリ
アプランを明確にするための支援ができた。
・働く女性のネットワークづくりを行い、様々な立場にいる女性の交流
を行ったことにより、今後のキャリアを考える上での不安解消に繋げる
ことができた。

・女性管理職や管
理職候補となる職
員に対する継続的
なキャリアアップ
意識の醸成が必
要。
・新たなネット
ワークの創出に加
えて、既存のネッ
トワーク活動の活
性化が必要。

・女性の入職が少ない分野を含
めた様々な分野において活躍す
るロールモデルの発信を行いつ
つ、リーダー育成セミナーを実
施し、女性のスキルアップや
キャリア意識の向上を進める。
・女性従業員同士のネットワー
クづくりを引き続き支援すると
ともに、既存のネットワーク活
動の活性化に向けた後押しを行
う。

第２次鳥取県女性活躍推進計画の主な取組状況一覧
参考資料 １



取組の方向性 R6評価 令和６年度の取組状況 課題 課題解決の取組

5

③非正規雇用労働者の待遇改
善・正規雇用労働者への転換の
支援

 男女間の賃金格差や正規雇用
労働者と非正規雇用労働者の間
の不合理な待遇差の解消など、
性別や雇用形態によらない公正
な待遇の確保に取り組みます。
一方で、育児・介護等を理由に
労働時間・場所等が限定された
働き方を望む求職者に対して
は、求人企業への短時間正社員
制度等の導入の働きかけ等、一
人一人の希望に応じて多様かつ
柔軟な働き方を選択できるよ
う、必要な支援を行います。

Ｂ

・女性の高い就職決定率、相談窓口体制の充実、各種支援サービスの充
実など、着実に個々の相談者に応じた質の高い支援が進みつつある。
・社会保険労務士等派遣による企業支援　延べ71社
・多様な働き方等に関するセミナーの開催　年6回・延べ284名参加
・企業人権啓発相談員の設置　1名

・希望に沿った求
人開拓、多様で柔
軟な働き方の提案
など、個々の相談
者の実情に即した
就職支援の充実。
・啓発機会の確
保。

・県立ハローワークによる更な
るサービス・情報提供の充実、
就業支援員のスキルアップ等を
通じて、一人でも多くの方が満
足のいく就職へと支援してい
く。
また、県内の雇用情勢は人手不
足・人材不足の状況であり、女
性や高齢者などがより働いて頂
けるようキャリアアップ・リス
キリング支援等に努めていく。
・引き続き相談員を設置し、多
くの企業に公正な待遇の確保に
ついて啓発する機会を増やして
いく。

6

④総合的な起業支援

 起業を考えるきっかけづくり
や、事業継続に向けた支援、起
業した女性同士のネットワーク
づくりなど、検討から起業後ま
で起業の段階に応じた支援を行
い、様々な分野で女性が起業し
やすく、事業が続けやすい環境
づくりを進めます。

Ｂ

・地域起業家アクセラレーションプログラム「鳥取ミライビジネスプロ
グラム」を実施し、３ヶ月間にわたり起業家の伴走支援を実施した。
（参加者９名、うち女性４名）
・女性の起業数も増加傾向を継続している。

・女性に限らない
が、県内起業家の
場合、事業計画の
熟度が高くないた
め、資金調達等の
方法が限られてい
る。

・引き続き、伴走支援等を通じ
て、起業プランの練り上げから
事業計画の作成まで支援を実施
していく。

7

⑤女性の参画が少ない分野等へ
の女性の参入の促進

 学生等に対し性別を問わず多
様な分野の仕事の内容等を伝え
るとともに、誰もが就業・就業
継続しやすい就労環境の整備を
図るための企業の取組を支援し
ます。

Ｂ

・事業所への専門家（社会保険労務士等）派遣、「輝く女性活躍パワー
アップ企業」登録促進、女性活躍に取り組む企業を支援する補助金、企
業経営者等を対象とした「女性活躍推進に向けた課題対応研修」の開催
や、「輝く女性活躍スタートアップ企業登録制度」の登録促進により、
企業（経営者）に向けて効果的な働きかけを行うことができた。
・高校や大学と連携して、女性の入職が少ない分野（建設・建築業、情
報通信業等）で働く女性を講師に、キャリア形成に関する講座を実施
し、学生へ今後の職業選択や性別にとらわれない働き方について考える
機会を提供した。

・企業における女
性活躍の促進
・キャリア形成支
援の機会の継続的
な提供
・就業環境の整備
を進め、業界の魅
力を発信する等の
取組の継続。
・女性活躍の先進
事例を共有する
ネットワークの拡
大。

・企業への働きかけや支援を通
じて、誰もが安心して働きやす
い職場環境づくりを進める。
・学校との連携により、女性の
参画が少ない分野で活躍されて
いる方による講座、意見交換
会、女性先駆者に関する企画展
示等を実施する。
・女性活躍の推進に係る啓発事
業を実施するほか、建設業界の
女性により組織された団体によ
る環境の整備、情報発信等の活
動を支援し、効果的に女性労働
者の参入と定着を進める。

8

⑥自営業における経営参画や農
林水産業への新規就業の促進

 女性の経営参画や農林水産業
における家族経営協定の締結を
進めるとともに、女性農林水産
業者の新規就業に向けた取組を
支援します。
　また、担い手不足や高齢化の
進展に対応するため、スマート
農業の導入による生産性・収益
性の向上を推進します。

Ｂ

・女性の経営参画等を推進するため、家族経営協定の締結の支援を行っ
た。
・女性の林業に従事しやすい環境整備のため女性ネットワークの構築等
の継続的な支援を行った。
・農業の担い手の減少、高齢化等への対応のため、スマート農機の導入
支援を行った。
　女性役員の割合については、令和５年４月に２農協において役員改選
があったことから、１２．４％に増加した。
・養殖業者の女性就業者へ技術指導した他、女性が働きやすい設備の導
入へ支援した。

・家族経営協定の
制度・意義のさら
なる周知。
・女性技術者の積
極的な雇用を計画
している事業体と
の情報共有。
・受入れ先となる
事業体の不足。

・引き続き、男女共同参画及び
女性活躍の推進を図るため、女
性の役割の明確化、女性の経営
参画の促進を踏まえた家族経営
協定の推進を行っていく。
・引き続き女性の林業に従事し
やすい環境整備及び支援を行っ
ていく。
・引き続き、女性の就業希望者
を受入れるための環境整備及び
海女の活動支援を行う。



施策の方向性Ⅱ 誰もが安心して働き続けられる環境の整備

（１）多様で柔軟な働き方を実現するための働き方改革の推進

取組の方向性 R6評価 令和６年度の取組状況 課題 課題解決の取組

9

 ①多様で柔軟な働き方の導入

　育児休業、介護休業など法に
基づく取組の促進や、短時間・
短日数勤務制度、時差出勤、新
型コロナウイルス感染拡大に伴
い全国的に定着しつつある在宅
勤務をはじめとするテレワーク
など、働く時間や場所を限定し
ない、多様で柔軟な働き方の普
及に努めます。
　また、求人事業所のニーズに
応じた県立ハローワークによる
マッチングのほか、複業（副
業・兼業を含む）や企業間出向
人材の活用の促進など、多様な
人材確保の仕組みの導入に向け
た取組を進めます。

Ｂ

・社会保険労務士等派遣により、柔軟な働き方の導入に係る企業支援を
行った。（延べ71社）
・専門家派遣による男性育休取得促進に向けた助言・伴走支援を行っ
た。（延べ11社）
・県立ハローワークによる、相談者に寄り添った就職相談、求人開拓、
求人条件の調整等、女性が働きいやすい求人の紹介等の取組により、多
くの女性が求職され、高い就職決定率となっており、着実に個々の相談
者に応じた質の高い支援が進みつつある。

・多様な人材が活
躍できる前向きな
職場づくり、人材
活用への支援
・支援制度の周
知、活用促進・法
改正の周知徹底
・リモートワーク
への発注の拡大
・希望に沿った求
人開拓、多様で柔
軟な働き方の提案
など、個々の相談
者の実情に即した
就職支援の充実

・人材確保の観点も踏まえなが
ら、他課の施策も組み合わせ
て、各社の経営課題に合った支
援を進めていく。
・企業訪問等の機会を通じて、
法改正の内容や国の支援制度に
関する情報を県内企業に提供し
ていく。
・リモートワーカーへの発注の
大半が県外企業からのものであ
ることを踏まえて、県内企業の
リモートワーカーの活用促進に
関する取組を強化する。（事例
集の配布、個別支援）
・県立ハローワークによる更な
るサービス・情報提供の充実、
就業支援員のスキルアップ等を
通じて、一人でも多くの方が満
足のいく就職へと支援してい
く。

10

 ②働き方の改革

　企業の人材確保・定着、経営
力向上のため、育児休業、介護
休業など法に基づく制度を活用
しやすい風土づくりに向けた企
業への支援を行うとともに、働
き方改革に資する相談・支援体
制を強化し、多様な人材が活躍
できる働きやすい職場づくりと
経営資源を最大限に活用する生
産性向上の取組を促進します。

Ｂ

・県内中小企業に対し男性育休取得促進に向けた社会保険労務士等専門
家を派遣し取組を支援するとともに、令和７年の育児・介護休業法改正
対応をふまえた企業向けセミナーや県内好事例発表会を開催し、男性育
休の取得意識の醸成を図った。
・鳥取県職場環境等実態調査（3,000社対象）を実施し、多様な働き方
を実現するための取組・課題を把握した。
・鳥取県内中小企業のくるみん認定申請等支援業務での社会保険労務士
派遣による企業支援　12社
・社会保険労務士派遣による企業支援　延べ７１社

・多様な人材が活
躍できる前向きな
職場づくり、人材
活用への支援。

・社会保険労務士等派遣による
企業支援、多様な働き方促進セ
ミナー実施、働きやすい職場づ
くり活動支援等、様々な施策を
組み合わせて、各社の経営課題
に合った支援を進めていく。

（２）働くことを希望する全ての人の就業継続支援

取組の方向性 R6評価 令和６年度の取組状況 課題 課題解決の取組

11

 ①妊娠・出産・介護等による
離職の防止

　働き続けることを希望する人
が、妊娠・出産・介護等による
離職を選択せざるを得ない状況
を防止するため、ニーズに対応
した保育サービスの提供や、就
学期も含めた子育て世帯の経済
的負担軽減を図ることで、妊
娠・出産後も安心して働き続け
られる環境を整備するととも
に、企業等における貴重な人材
の介護離職防止に向けた支援の
充実を図ります。

Ｂ

・地域コミュニティーの枠組みやつながりを活用したキャリア継続・形
成プログラムを実施する本県独自の「地域型支援サービス」により育休
中の女性の職場復帰後に向けたキャリア継続等の後押しを開始した。
・介護等支援コーディネーター派遣による従業員を対象とした介護に関
する研修開催や介護サービス・介護休暇・介護保険制度等に関する情報
提供を通じて、企業における介護離職リスクへの備えや介護離職防止を
させない職場環境づくりを推進した。

・介護職員の離職
防止のため、企業
における理解の促
進、職場環境向上
に向けた取組が必
要
・介護等と仕事の
両立しやすい職場
環境づくりの推進

・介護サービスや介護休暇、介
護保険制度等に関する情報提
供、企業社員を対象にした介護
に関する研修を実施する。
・介護人材育成事業認証制度の
運用、介護職員の雇用管理及び
環境向上に取り組む団体を支援
する。
・介護等支援コーディネーター
を派遣して介護離職等をさせな
い職場環境づくりを推進する。
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②妊娠・出産等で離職した女性
の再就職支援

 再就職を希望する女性への就
業斡旋窓口の充実やワンストッ
プ相談窓口の設置、安定した雇
用に繋げるためのセーフティ
ネットとして個々の職業能力を
開発・向上させる職業訓練の実
施等により、希望に応じた再就
職を支援します。

Ｂ

・県立ハローワークによる、相談者に寄り添った就職相談、求人開拓、
求人条件の調整等、女性が働きやすい求人の紹介等の取組により、多く
の女性が求職し、高い就職決定率となっている。（女性の就職決定者数
1,118人（全体決定者数1,801人の62％）／女性の新規求職者数1,548人
（全体求職者数2,512人の62％）→女性の就職決定率72％）
・令和3年6月から「ひとり親家庭相談支援センター」を県立鳥取・倉
吉・米子ハローワークに開設し、子育て等の相談と就職相談をワンス
トップで対応している。
・女性向け就職支援セミナーを開催し、就職への不安解消、就職意欲喚
起のための支援を行った。
・女性が安心して育児休業から復帰、就業継続できるよう育児休業時に
雇用していた代替職員を引き続き雇用する経費の助成や、妊娠、出産等
の理由により離職した女性を正社員として再雇用した企業への奨励金支
給により、女性の再就職を支援した。
・離職者等を対象とした託児サービス付き職業訓練コースを設定し、2
コース（受講者23名、うち16名女性）の利用があった。

・希望に沿った求
人開拓、多様で柔
軟な働き方の提案
など、個々の相談
者の実情に即した
就職支援の充実。

・県立ハローワークによる更な
るサービス・情報提供の充実、
就業支援員のスキルアップ等を
通じて、一人でも多くの方が満
足のいく就職へと支援してい
く。
・職業訓練における、短期間、
短時間コース、託児サービス付
きコースの設定を進める。
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 ③各種ハラスメントの防止

　各種ハラスメントの防止など
働きやすい職場づくりに向け
て、事業主、労働者に対して、
職場環境の改善に向けた助言、
情報提供を行います。

Ｂ

・企業からの希望に応じて、社会保険労務士等派遣により、就業規則
（ハラスメント防止に関する規定を含む）の作成等を支援した。　延べ
71社
・多様な働き方等に関するセミナーを開催し、働きやすい職場環境の整
備につながる情報提供を行った。6回・延べ284名参加
・中小企業労働相談所（みなくる）において、労働者・経営者からの労
働・雇用に関する相談に対して、助言・情報提供等を実施した。

・ハラスメント防
止の理解促進。

・企業に対してセミナーや研修
等を通じて理解促進を図るとと
もに、専門家派遣等を利用した
体制整備を促す。

（３）仕事も家庭も充実するワーク・ライフ・バランスの実現

取組の方向性 R6評価 令和６年度の取組状況 課題 課題解決の取組
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 ①ワーク・ライフ・バランス
の推進

　仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）の実現に向
け、子育てはもちろん、介護し
ながら働き続けられる職場環境
づくりを担い、部下の家庭と仕
事の両立を応援するワーク・ラ
イフ・バランスの実践リーダー
「イクボス・ファミボス」を増
やし、企業トップはもとより管
理職の意識改革を進めます。 Ｂ

・イクボス・ファミボスの優れた取組を顕彰し、実践企業の優良事例を
継続的に発信した。
・男性育休の取得促進の取組に着目したワーク・ライフ・バランス実践
企業の取組事例集を作成した。
・男女共同参画企業推進員等による企業訪問や各商工団体が開催する企
業向けイベント等の機会を活用した制度周知により、誰もが働きやすい
職場環境づくりに取り組む男女共同参画推進企業の増加に繋げた。
・鳥取県職場環境等実態調査（3,000社対象）を実施し、ワーク・ライ
フバランス実現のための取組・課題を把握した。
・家族介護と仕事の両立支援について、令和７年４月の育児・介護休業
法改正に備えた企業向け啓発セミナーを実施し（38名参加）、地域包括
支援センターと連携した労働者の相談体制構築に向けた事前説明会を開
催した（17センター23名参加）。

・介護離職防止の
ための早期の情報
提供・相談体制の
確立
・男女共同参画推
進企業、輝く女性
活躍パワーアッ
プ・スタートアッ
プ企業の更なる拡
大
・イクボス・ファ
ミボス宣言企業の
更なる拡大

・市町村の地域包括支援セン
ターと中小企業労働相談所（み
なくる）が連携して、労働者が
介護に直面した段階で介護と仕
事を両立するための制度周知や
相談窓口の情報提供・相談対応
を行う体制を運用・周知する。
・引き続き、企業訪問や電話勧
誘を強化するほか、就業規則整
備支援や働きやすい環境整備等
への補助金による支援を実施す
る。
・引き続き、優良企業の表彰に
よる取組顕彰、事例集を活用し
た事例の発信等を行いつつ、男
女共同参画推進企業の企業訪問
等に併せたイクボス・ファミボ
ス宣言の勧奨を実施するほか、
各商工団体や市町村と連携し企
業への働きかけを強化する。
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②男性の家事・育児、介護等へ
の参画促進

 男性も仕事と家庭を両立し、
家事・育児や介護等に積極的に
参画できるよう、社会全体の意
識改革や、職場における意識啓
発、育児・介護休業取得など両
立支援制度の活用を促進しま
す。

Ｂ

・島根県と連携して、男性の家事・育児や介護への参画を当たり前のこ
ととして捉える働く場や社会全体の機運醸成を目的とした広報や、子ど
もの頃からの固定的な性別役割分担意識の解消や男性の家事参画のきっ
かけとなるキャンペーンを実施したほか、家事分担を話し合うきっかけ
となる家事シェア手帳の作成・配布、家事等のスキル向上を目的とした
実践的な講座等の実施により、男性の家事参画を促した。
・県内企業等が行う社内研修への講師派遣、男性の家事・育児参画のた
めの休暇・休業の取得促進に取り組む企業の公開や金融機関と連携した
金利優遇等の支援、従業員に休暇等を取得させた事業主に対する奨励金
の支給等により、休暇を取得しやすい職場環境の整備を促進し企業の取
組支援等を行った。

・更なる男性の家
事・育児・介護等
への参画促進
・更なる男性の家
事・育児・介護等
への参画の機運醸
成
・支援制度の周
知、活用促進

・島根県と連携した普及啓発
キャンペーンの実施、地元テレ
ビ局と連携した情報発信
・家事シェア手帳や家事シェア
ボードを活用した普及啓発
・男性の従業員比率が高い企業
への呼びかけや商工会などと連
携して、事業の活用を呼びかけ
る。
・今後も、企業に対して「子育
て」等への理解を図るともに、
県内企業の好事例を周知しつ
つ、就業規則、社内風土の改善
などについてのサポートを進め
る。
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Ề
Ë
c
«
Ì
Í
Î
Ï
Ð
¾
¥
¤
]
Ñ
Ò
d

Ó
{
Ô
Õ
h
J
�
�
Z
 
!
%
Ö
×
Ø
Ù
L
h
i
J
�
�
Z
Ú
q
Û
g
Ü
Ý
/
Þ
ß
%
Ý
x
S
y
L
h
i
J
�
�
Z
|
à
�
�
/
á
â
ã
ß
ä
å
x
S
y
L
h
i
J
�
�
Z
�
�
/
�
{
%
�
�
J
=
y
>
æ
ç

è
�
]
�
�
�
p
¦
é
¥
«
ê
ë
ì
í
î
ï
ð
ñ
ò
Ð
Ã
À
ó
ô
õ̀
Ã
p
ö
³
È
¤
÷
 
ø
Ã
¦
÷
¾
½
]
ù
Í
¤
Ã
p
�
�
ú
]
û
ô
ü
ý
þ
ü
ÿ
 
]
!
´
]
"
»̀
#
$
¤
p
%
õ
¨
&
ü
'
(
¯
ö
)
º̀
«
Ì
Í
�
*
+
d

,
 
!
%
-
.
/
0
/
1
2
Û
O
3
J
/
�
4
=
>
%
5
C
L
6
7
�
á
8
/
9
:
%
;
3
%
Ø
Ù
L
6
7
�
<
=
>
?
%
;
3
%
Ø
Ù
L
Ü
Ý
 
J
�
�
Z
!
"
#
$
%
&
%
'
(
J
=
y
>
æ
ç

�
�
]
¡
)
Î
p
*
+
�
,
-
ë
.
ï
/
î
0
1
�
2
3
n
É
«
4
5
`̂
_
c
«
Í
Í
À
ñ
p
6
�
7
]
'
(
4
5
ñ
ë
8
9
ï
/
:
;̀
À
¾
È
¤
<
Æ
¯
¥
=
>
?̀
@
c
«
&
�
À
A
B
C
¥
+
D
�
ò
»
p
ò
È
E
«
³

F
ñ
G
¦
Ã
H
I
]
J
K
�
*
+
d
,
L
×
J
�
�
Z
 
!
-
.
L
M
N
/
O
M
P
�
J
�
�
Z
0
 
1
2
3
4
L
P
Þ
Q
R
/
Þ
R
P
�
S
Ô
T
Û
g
P
�
J
�
�
Z
 
!
-
.
%
U
V
J
=
y
>
æ
ç

W
Ì
ñ
Ä
X
�
¦
Ã
À
p
Y
Z
]
2
[
�
\
È
É
p
Á
Â
ü
Á
]
�
?
@
n
É
«
Ì
Í
Î
p̂
�
_̀
`
a
p
Z
b
�
è
�
c
�
d
È
¤
Ã
¦
÷
¾
½
]
e
f
d

,
g
h
i
 
j
%
k
q
S
!
l
m
/
!
k
q
j
%
n
o
%
5
C
L
p
q
g
r
?
V
s
t
Z
 
!
j
%
Ø
Ù
L
0
 
1
2
3
4
%
u
6
J
3
X
4
'
v
/
w
x
%
U
V
L
T
y
J
z
4
Z
<
=
j
%
Ø
Ù
 
J
=
y
>
æ
ç

u
 
!
J
v
w
Y
L
 
!
N
-
.
F
U
Z
h
i
x
S
y

,
{
7
{
Ô
Õ
h
J
�
�
Z
 
!
%
Ö
×
Ø
Ù

|
�
�
�
}
~
�
í
¤
�
c
¦
]
7
è
�
]̂
�
�
�
�
�
�
;
�
ï
¹
�̀
�
ï
�
]
�
�
Í
¤

Ã
p
�
c
]̂
�
�̀
ª
�
¾
�
�
,
�
�
�
ï
¹
]
�
Æ
¯
¥
�
�
�̀
�
¾
�
ï
�
�
�
�

Í
]
�
5
¦
ü
�
�
Í
]
�
�
�
 
ï
~
¡
¢
]
£
K
p
¤
¥
í
î
ï
ð
]
K
¦
ñ
§
�
¾̈
¥
«

í
î
�
©
}
�
©
]
ª
5
]
«
¬
p
�
c
]
µ
¶
­
®
ñ̈
Ç
¾̄
=
¹
1
K̀
½
p
�
�
]

¤
¥
]
°
F
±
²
¹
º̀
«
d

Ó
ü
�
c
�
�
¡
)
J
K
³
´
µ
¹
ñ
¶
«
·
¸
¹
º
p
è
�
]
»
ô
¼
]
½
¾
ü
¿
>
�
p

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ̂
�
�
�
�
�
�
;
�
ï
¹
Í
Á
Â
ª
Á
Í
]
Ã
Ä
Å
Æ
]
Ê
Ë
¹
º
p
]
7
¯
¥
Ç

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
È
É
Ê
Z
Ë
]
�
ï
�
9
ï
í
]
Ì
Í
p̂
�
�
�
�
�
�
;
�
ï
¹
¼̀
Î
è
�
]
Á

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
Â
ª
Á
Í
Ï
�
Ð
;
Ñ
ñ
¶
«
Z
Ë
Ò
Ó
]
ó
�
Å
]
Ê
Ë
p̄
=
D
Ë
]
Ô
¢
ü
«
¬
¹

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ̀
Õ
Ö
d

|
�
�
¤
¥
û
]̈
¥
«
¡
)
×̀
Ø
¤
c
«
Í
Í
À
ñ
p
�
�
¤
¥
û
ñ
Ù
c
«
Ú
ê
í
Û
;
�

]
Ü
Ý
ñ
�
»
�
Î
d

Ó
ü
�
ï
�
�
�
�
Í
¥
«
�
�
¤
¥
û
]
Þ
�
ü
ý
¢
¹
º
p
�
�
¤
¥
û
¹
º
�
�
�
 
ï

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
~
]
Ê
Ë
p
�
�
¤
¥
û
ñ
¶
«
ß
µ
à
á
ú
]
¹
º
p
�
c
â
ã
ä
ô
¥
]
)
å
&
æ

ÀÀ
ÀÀ
ÀÀ
¹
º
p
}
;
�
ç
©
ç
�
ï
/
�
©
è
ý
]
J
K
¹
ñ
�
»
�
Î
d

ü
ì
é
ï
ê
;
í
]
ê
¥
ë
ì
]
Ì
Í
�
p
�
�
¤
¥
û
ñ
Ù
c
«
Ú
ê
í
Û
;
�
Ü
Ý
ñ̈
Ç

À¾
p
9
;
Ð
í
ï
î
í
ï
�
�
¹
]
¹
º
ª
Á
ñ
Ù
c
«
ð
ñ
]̂
ò
p
ó
;
©
ê
ë
}
;
í
ô

Àõ
]
Å
Æ
?
@
p
ö
÷
¹
º
ñ
�
»
�
Î
d

ø
ù
ú
ü
±
û
ò
ü
¬̀
Â
ñ
ý
þ

H
�
]
�
]
ÿ
�
]
Å
ñ
)
 
c
«
]
�
Î
¥
÷
p̂
�
°
]
!
"
�
#
ï
$̀
%
&
c
«
Ì
Í
Î
p
'
ñ̂
�
�
Í
À
ñ
(
)
*̀
+
�
ø
«
ò
ü
p
,
-
ü
�
ï
.
í
¹
 ̀
Î
Ì
Í
ñ
/
¥
�
»
p
4
5
ñ
G
Ç
«
 
ø
0
È
ǹ
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女星活躍とっとり会議規約 

 

（名称） 

第１ 本組織は、女星活躍とっとり会議（以下「とっとり会議」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２ とっとり会議は、女性が輝く日本一の県を創ることをめざし、男女共同参画推進の全体の

底上げを図るため、経済団体、労働団体、行政等が連携し、女性が生き生きと活躍する鳥取県

を実現し、もって鳥取県経済が活性化することを目的とする。 

 

（事業） 

第３ とっとり会議は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）女性の管理職登用・職域拡大など企業が自ら目標を設定し、その実現に向けた取組を促進 

（２）男女とも仕事と子育て・介護が両立できるよう環境整備を促進 

（３）女性が生き生きと能力を発揮し、多様で柔軟な働き方のもとで活動できる職場の環境改善

を促進 

 

（構成団体） 

第４ とっとり会議は、鳥取県に所在する経済団体、労働団体、高等教育機関、鳥取労働局、鳥

取県、市町村で構成する。 

 

（役員） 

第５ とっとり会議は、会長１名、副会長若干名（以下「役員」という。）を置く。 

２ 会長は構成団体の長で互選し、副会長は会長が指名する。 

３ 任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

（幹事会） 

第６ とっとり会議に構成団体の職員をもって幹事会を置く。 

 

（事務局） 

第７ 事務局の業務は会長が所属する団体と鳥取県男女協働未来創造本部未来創造課が協働して

担う。 

 

附 則 

この規約は、平成２６年７月１０日から施行する。 

 附 則 

この改正は、平成２８年４月１日から施行する。 

 附 則 

この改正は、平成２８年８月１９日から施行する。 

 附 則 

この改正は、平成２９年５月２２日から施行する。 

 附 則 

この改正は、令和元年７月５日から施行する。 

附 則 

この改正は、令和５年８月２２日から施行する。 

附 則 

この改正は、令和７年１０月９日から施行する。 

参考資料３ 
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